
工事事故防止行動計画
ニュースレター

11号

2019.11.25

静岡県交通基盤部建設支援局工事検査課 0 5 4 - 2 2 1 - 3 6 5 2

工事事故「０」を目指して

交通基盤部
土木工事

事故発生件数

事故
分類

工事関係
者（傷害）

第三者
（傷害）

第三者
（物損）

工事事故
合計 令和元年

１０月末現在
（前年同期）件数 ０件（１） ０件（１） １８件（２１） １８件（２３）

令和元年１０月３１日までで「死亡事故ゼロ」１３２２日を達成しました！

【事故の概要】
●港湾道路沈下箇所での沈下原因調査のための試掘作業現場
●W1.6×L2.7×D1.0（m）の範囲をバックホウで試掘予定
●事前に下水道管の埋設は把握していたものの他の埋設物の情報は入手していなかった。
●試掘は、埋設シート、巻砂の有無を確認しながら慎重に作業を進めていたが、深さ0.6m付近に転石があり、
バックホウで取り除こうとしたところ、転石がNTT管に接触していたため管と管内ケーブルを破断してしまった。
【再発防止策】
●想定される全ての埋設管管理者に試掘箇所での物件の有無を確認し現場での埋設位置の確認立会を行う
●未知の埋設物件は現地確認時、マンホール、空気弁等の確認をすると共に沿道住民への確認を行う
●掘削は基本的に手掘りで行う

●転石は形状、大きさ、支障物との位置関係がわからないため、転石除去前に回りを事前に手掘りで確認して
から除去する。

現場状況

令和元年9月10日事故発生

【被害】
・インターネット回線断線 8.5h
・公衆損害により「減点」

転石 NTT管

電気管

未使用管

バックホウバケット

NTT管破断

NTT管

転石水道管

下水道管

NTT管

水道管ほか

転石を、バックホウで
取り除こうとした

道路沈下の原因調査のため、
試掘（幅１．６ｍ×長さ２．７ｍ×深さ１．０ｍ）

下水道管以外の埋設管
の調査・確認をしなかった

まさか!? 石をどけたら、管も一緒に!!



道路等施工（掘削、杭打等）時の埋設物事故防止のための埋設物確認フロー（Ver.4）

埋設物の確認

　占用物件
　（既知）

水道管等
本管埋設

　　　　不法占用物件
　　　　　（未知）

①<道路等占用物件の確認＞ ③埋設物管理者との協議 ②＜不法占用物件の確認＞

●占用者（市町、警察等） ●管理者（市町、警察、個人等）

位置図等 ④施工位置と埋設位置の確認 位置図等

位置図で施工位置に埋設物が無
くても図面通り埋設されていない
ものや図面に示されていないもの
が多くあることから、
不確実な場合には必ず施工位置
での試掘を行うこと
一部の埋設管の現位置と位置図
との整合は、他全ての埋設管の
現位置と位置図との整合を保証
するものではなく、試掘を省略す
る根拠にはならない

現場立会 ⑤施工位置の試掘等　※1 現場立会

試掘で得た埋設物位置情報等は
関係者全員で共有すると共に本
施工までに消失しないよう現場に
確実に明示しておく

⑥本施工

本ニュースレターの事案の事前確認手順を上記フローで確認すると
⑤の対応を丁寧に行わなかったため、事故につながった

本事案を踏まえ、ニュースレター9号掲載の埋設物確認フローVer.3の追加修正を行いましたので今後はこれを参考
にしてください。

埋設物付近の立木や支障物の除去時
根が埋設物に絡まっていたり支障物が近接して
いたりする場合があるため
除去前に埋設物の試掘調査を行うこと

●占用物件
　○水道（市・町、組合）
　○工業用水（企業局）
　○信号ケーブル等（警察）
　○電線（中電）
　○通信線（NTT等）

●関係者への確認
　○市町等への確認
　○警察等への確認
　○住民等への確認（引込管等）
●現場確認
　○信号機等の確認
　○空気弁、量水器等の確認

試掘は細心の注意のもとで行う
転石等支障物が出た場合は埋
設物が近接している場合もあるの
で支障物回りを手掘りで確認して
から除去する。
埋設物の種類、位置、規格、構
造等を目視により確認し、管理者
等に報告
不明管出現時は作業を中断して
監督員への報告相談と共に想定
関係機関に照会する
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